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平成 27年 1月 13 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ヴィレッジヴァンガード 

コーポレーション 

代表者名   代表取締役社長  白川 篤典 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 2769） 

問合せ先  取締役管理本部長 渡邉 正直 

電話    052-769-1150 

 

平成 27 年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異並びに 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成26年７月15日に発表いたしました平成27年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値に差異が生じま

したので、お知らせいたします。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成27年５月期（平成25年６月１日～平成26年５月31日）の通期の業

績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成27年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異 

（1）連結業績予想と実績値の差異（平成26年６月１日～平成26年11月30日）      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 21,694 △232 △196 △338 

 円 銭 

 △44.05 

今 回 の 実 績 値 （ Ｂ ） 21,990 279 295 66 8.59 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 295 511 492 404  

増 減 率            （％） 1.4% - - -  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26年５月期） 
20,240 △309 △287 △531 △69.09 
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（2）個別業績予想と実績値の差異（平成 26年６月 1日～平成 26年 11 月 30 日）   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 16,705 △337 △414 

  円 銭 

△53.92 

今 回 の 実 績 値 （ Ｂ ） 17,066 138 △15 △2.03 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 360 476 399  

増 減 率            （％） 2.2% - -  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26年５月期） 
16,383 △606 △756 △98.29 

 

 

 

 

 

２．通期業績予想の修正 

(1) 平成 27年５月期の連結業績予想(平成 26年６月 1日～平成 27年５月 31日)     (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 45,931 548 505 3 

  円 銭 

0.47 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 46,227 818 809 287 37.32 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 295 270 303 283  

増 減 率            （％） 0.6% 49.3% 60.0% -  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年５月期） 
43,689 △37 △17 △1,043 △135.63 

 

 

 

(2) 平成 27年５月期の個別業績予想(平成 26年６月１日～平成 27年５月 31日)   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 35,534 254 △131 

  円 銭 

△17.07 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 35,894 542 146 19.04 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 360 287 277  

増 減 率            （％） 1.0% 113.3% -  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年５月期） 
35,749 △277 △1,271 △165.24 
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３．平成 27年５月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績値の差異及び通期業績予想の修正理由 

（第２四半期連結累計期間） 

平成 27年５月期第２四半期連結累計期間において、当社では、POSデータ活用等の売上向上施策が奏功し、

既存店売上高前年同期比 102.9％と売上高は堅調に推移いたしました。 

  また、５年超経過棚卸資産の販売戦略を明確化したことに伴い、当第２四半期連結会計期間より、棚卸資

産の残存価値を変更しております。 

この変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前

四半期純利益が 467 百万円増加しております。 

 

（通期） 

通期の連結・個別業績予想につきましては、第２四半期までの業績動向を勘案し、下期計画を見直した結

果、上記のとおり通期業績予想を修正いたします。 

  

※上記業績予想等は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以   上 


